
昭 和52 年4 月5 日

区のお知らせ

第416 号( 1)

足 立 区
足 立区千 住一丁目50
( 882) 1111

編集・発行/足立区役所
第二庁舎( 889) 6161

人 口 調 べ
( 昭和52年3 月1 日現在)
世 帯202, 523
人 口620, 747
男314, 407
女306, 340
(前月より303 人増)

区内51年度中の
事故死者数　28名
子供・老人　16名

大変残念なこ とですが、足立区の交通 事故 が、都の減

少傾向とは逆に、増 加の傾向にあり、23区でトップ とい

う不名誉な成績を収めています。 しかも、事故死者の半

数以上が老人と子 供であることも、悲しい事実です。 運

転する人、歩く人、みんなの協力で事 故のない足立区へ、

一歩づつで も近づ いていき ましょう。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

交
通
事
故
の
な
い
町
ヘ

交通 安全

運 動
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春
の
全
国
交
通
安
全
連
動
が
四
月

六
日
か
ら
十
日
間
、
一
斉
に
行
な
わ

れ
ま
す
。昨
年
の
東
京
都
全
体
の
交

通
事
故
死
者
は
三
百
五
十
人
で
、
五

十
年
に
比
べ
て
三
十
二
人
の
減
で
し

た
が
、
足
立
区
だ
け
を
見
ま
す
と
二

十
八
人
の
死
亡
で
、
前
年
に
比
べ
て

六
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
京
都
二
十
三
区
中
で

最
も
多
い
数
で
、
交
通
事
故
の
面
か

ら
見
る
と
、
足
立
区
は
最
も
危
険
地

帯
と
い
え
る
で
し
f
つ
。

こ
の
樊
だ
ひ
と
り
一
人
が
交
通

安
全
の
意
識
を
高
め
て
、
事
故
の
な

い
足
立
区
を
つ
く
り
ま
し
I
つ
。

信
号
が

青
で
も
よ
く
見
て

わ
た
ろ
う
ね

車
の
台
数
は
、
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
い
き
お
い
、
車
の
運
転
者
も
先

を
急
ぐ
あ
ま
り
、
信
号
が
変
わ
り
そ

う
な
の
に
、
交
差
点
に
突
っ
込
ん
で

来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

道
路
の
横
断
は
、
信
号
だ
け
に
頼

る
の
は
危
険
で
す
。

お
先
へ
ど
う
ぞ
　
あ
り
が
と
う

ゆ
す
り
合
い
の
意
識
を
身
に
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
ゆ
す
り
合

え
ば
事
故
も
防
げ
ま
す
し
、
お
互
い

に
気
持
の
よ
い
社
会
が
め
ば
え
る
は

ず
で
す
。

赤
信
号
　
老
人

子
供
　
白
い
杖

耶
を
運
転
さ
れ
る
鴒
さ
ん
「
お
と

し
よ
り
や
子
供
、
体
の
不
自
由
な
方

は
交
通
弱
者
で
す
。
特
に
子
供
の
事

故
は
。
全
事
故
件
数
の
I一
芬

の
I
に

の
ぼ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
運
転
マ
ナ

ー
が
。
子
供
た
ち
を
悲
惨
な
事
故
か

ら
守
り
ま
す
。

話
合
う
　
家
族
で

事
故
の
な
い
　
世
界

ち
ょ
っ
と
し
た
、
い
ら
い
ら
が
大

き
な
事
故
に
結
ぴ
つ
き
ま
す
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
家
族
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
近
く
の
危
険
か

所
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
万
な

ど
、
話
し
合
う
こ
と
は
、
未
然
に
事

故
を
防
ぎ
ま
す
。

足 立 区

交通安全
計 画

区
で
は
、
足
立
区
の
陸
上
交
通
に

関
係
の
あ
る
諸
機
関
で
構
成

す
る

「
足
立
区
交
通
安
全
対
策
連
樊
'
轡

で
、
昭
和
五
十
一
年
度
を
初
年
度
と

す
る
「
第
二
次
足
立
区
交
通
安
全
五

か
年
計
画
」
を
策
定
中
で
し
た
が
、

こ
の
た
ぴ
、
公
表
の
運
ぴ
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
計
画
は
、
関
係
の
官
公
署
が
、

交
通
災
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

よ
う
、
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
総

合
的
な
施
策
を
策
定
し
た

も
の

で

す
。こ

の
計
画
で
は
、
五
十
五
年
ま
で

の
総
経
費
は
、
二
百
三
十
九
億
一
千

七
百
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

施
策
の
重
点
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
道
路
施
設
に
つ
い
て
は
、
区
民
生

活
の
安
全
と
生
活
環
境
の
保
全
を

最
優
先
策
と
し
、
人
車
分
離
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

▼
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
、

自
転
車
利
用
者
の
安
全
確
保
に
重

点
を
置
い
た
生
活
ゾ
ー
ン
対
策
、

交
通
流
の
最
適
化
、
道
路
利
用
の

全
般
的
配
分
、
自
動
車
交
通
量
の

抑
制
等
の
規
制
を
行
な
う

。

▼
安
全
運
転
の
確
保
の
た
め
の
運
転

者
教
育
、
自
動
車
運
送
業
者
の
指

導
、
職
業
運
転
者
の
労
働
条
件
の

改
善
を
は
か
る

。

▼
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に

お
け
る
安
全
教
育
、
指
導
を
行
な

う
。
ま
た
、
住
民
の
安
全
意
識
の

高
揚
の
充
実
を
は
か
る
。

▼
救
急
体
制
を
強
化
す
る

と
と

も

に
。
相
談
業
務
、
援
助
救
済
制
度

の
充
実
を
ば
か
る

。

▼
踏
切
道
の
構
造
改
良
。
保
安
設
備

の
整
備
を
は
か
る
。

▼
以
上
の
計
画
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
関
係
行
政
機
関
の
連
携
と

協
力
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で

す
。区
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
。し
ま
す
。

"お先へどうぞ"
"ありがとう"

―事故防止は譲り合いから―

園児募集

大
谷
田
に
二
つ
の

保
育
園
が
開
園

区
で
は
。
長
期
基
本
計
画
に
基
づ

弌

保
育
園
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
六
月
に
二
つ
の
保
育
園
が
開

園
し
ま
す
。

新
し
く
で
き
る
保
育
園
は
次
の
と

お
り
で
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
四
月
と

七
月
の
二
回
に
わ
け
て
募
集
し
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
匍
入
園
は
六
月
と
九
月
に
な
り

ま
す
。

▼
新
設
保
育
園

◇
大
谷
田
第
一
保
育
園
(
大
谷
田
一

丁
目
一
―
五
一

一
〇
一
)
定
甼
・・

百
二
十
名
(

写
真
)

◇
大
谷
田
第
二
保
育
園
【
大
谷
田

】

丁
目
一
―
九
上

○
一
)
定
員
…

百
二
十
名

▼
申
込
期
間
・・・
昭
和
五
十
二
年
四
月

七
日
(
木
)

か
ら
四
月
十

五

日
(

金
)
ま
で

▼
お
持
ち
に
な
る
も
の

◇
申
請
書
(
各
福
祉
事
務
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
)

◇
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
額
の
わ

か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
控
)

◇
昭
和
五
十
一
年
度
分
侍
別
区
民
税

糖
の
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知
書

・
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
、
ま
た

は
課
税
証
明
書
)

◇
昭
和
五
十
一
年
度
分
固
定
資
産
税

額
の
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知
書

な
ど
。
た
だ
し
、土
地
・
家
屋
を

お
持
ち
の
方
の
み
)

◇
印
か
ん

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

あ
な
た

の
お
住
ま
い
を
管
轄
す
る
福
祉
事

務
所
へ

。

五
日
号
は
四
ペ
ー
ジ

区
の
お
知
ら
せ
は
、
毎
月
五

日
と
二
十
日
に
発
行
し
て
い
ま

す
が
、
四
月
か
ら
、
五
日
号
は

四
ペ
ー

ジ
に
な
り
ま
す
。

すずかけ
毎
朝
通
る
荒
川

土
手
に
、
か
げ
ろ

う
か
萌
え
、
楽
し

そ
う
に
語
り
合
う

ご
家
族
づ
れ
の
姿

が
多
く
な
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
区
内
の
あ
ち
こ
ち
に
緑
の

広
場
を
・・・
と
い
う
気
持
に
一
層
強

く
が
ら
れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

し
か
し
い
ま
の
足
立
区
は
、
ま

だ
若
い
成
長
期
で
す
か
ら
、
人
や

お
金
が
十
分
で
な
く
、
い
ま
し
ば

ら
く
ご
辛
抱
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

お
願
い
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
「
や
せ
蛙
負
け
る
な
一
茶

是
に
あ
り
」
の
句
で
有
名
な
六
月

町
の
炎
天
寺
で
、
こ
の
た
ひ
俳
句

の
本
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら

五
十
一
年
ま
で
の
I
茶

ま
つ

り

に
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
二
十

八
万
句
の
な
か
か
ら
、
秀
句
を
選

ぴ
本
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
小
中
学
生
俳
句
大
会
が
、

今
日
の
険
盛
を
見
る
ま
で
に
は
、

例
え
ば
、
選
者
の
楠
本
憲
吉
先
生

が
御
自
分
の
名
刹
の
裏
に
募
集
要

綱
を
印
刷
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

な
ど
、
多
く
の
人
々
の
善
意
が
あ

り
ま
し
た
。

先
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
、
人
手

や
金
の
不
足
を
、
こ
う
し
た
下
町

の
特
徴
で
あ
る
心
の
か
よ
い
合
い

で
お
ぎ
な
い
た
い
と
、

私

は
思

い
、
ま
た
そ
う
お
願
い
し
た
い
も

の
と
考
え
ま
す
。

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇

□
福
祉
事
務
所

足
立
福
祉
事
務
所

八
八
八
-
三
一
四
一

千
住
柳
町
匸
〒
五

中
部
福
祉
事
務
所

八
八
九
-
一
四
八
一

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇

"

分

室

八
八
三
1
六
八
〇
〇

竹
の
塚
二
丁
目
二
不
一
七

東
部
福
祉
事
務
所

六
〇
苙―
七
一
〇
五

東
綾
瀬
一
丁
目
五
上

七

西
部
福
祉
事
務
所

八
九
七
-
五
〇
一
一

鹿
浜
二
丁
目
二
四一
二

□
保

健

所

足
立
保
健
所

八
四
〇
-
五
一
四
一

中
央
本
町
一
丁
目
五
上
二

竹
の
塚
保
健
相
談
所

八
八
五
-
五
四
二
―

竹
の
塚
六
丁
目

-八
―
匸
〒
一
〇
一

千
往
保
健
所

八
八
八一
四
二
七
七

千
住
伸
町
七
六

東
和
保
健
相
談
所

六
〇
六
-
四
一
七
】
東
和
四
丁
目
一
〇
上
二

江
北
保
健
相
談
所

八
九
六
-
四
〇
〇
四

江
北
六
丁
目
-
六
I
ニ

ー
一
〇
一

□
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
区
民
セ
ン
タ
ー

東

部

六
〇
五
-
七
一
〇
一

東
綾
瀬
一
丁
目
五
上

七

中

部

八
八
九
-
四
六
六
一

関
原
二
丁
目
一
〇一
一
〇

西

部

八
九
七一
五
〇
一
六

廁
浜
二
丁
目
二
四
-
二

千

住

八
八
一
〒
二
七
六
五

千
住
元
町
三
四
上

花

畑

八
五
〇
-
二
六
一
七

花
畑
土
地
区
画
整
理
組
合

施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
ッ
ク

□
児

童

館

西

伊

具

八
九
七【

六
九
四
八

溟
伊
興
町
三
七
1
五

新

田

九
匸
〒
三
四
二
一

新
田
二
丁
目
一
-
匸
一
-

千
往
あ
ず
ま

八
八
二
-
一
三

八

千
住
東
二
丁
目
二
一
-
一
八

本

木

東

八
四
九
上
‘一〇
〇
五

本
木
二
丁
目
二
T

一
一

い

り

や

八
五
五
-
一
〇
五
〇

舎
人
町
二
匸
ご
I

東

伊

具

八
九
七
上
三
二
五

東
伊
興
町
三
九

□
老

人

館

新

田

九
二
〒
三
四
二
一

新
田
二
丁
目
一
-
匸
二

千
往
あ
ず
ま

八
八
二
-
二
―
一
八

千
住
東一
〒
目
二
一
-
λ

い

り

や

八
五
五
-
】
○
五
〇

舎
人
町
二
二
三

□
図

書

館

中
央
図
書
館

八
四
〇
-
四
六
四
六

梅
田
七
丁
目
一
三
上

千
住
図一
館

八
八
一
上

九
九
四

千
住
龍
田
町
七
上
】

宮
城
図
書
館

九
一
三
1
0
四
六
〇

宮
城
一
丁
目
二
七
-
八

新
田
図
S
館

九
二
〒
一
七
六
七

新
田
Ξ
丁
目
一
四
1
】

常
東
図一
館

八
八
一
-
八
五
八
五

千
住
旭
町
九
上

六

中
川
図一
館

六
〇
六
l
O
二
一
七

中
川
四
丁
目
四
=
T
四

花
畑
図一
館

八
五
〇
-
二
六
一
八

花
畑
土
地
区
画
整
理
組
合

施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
ッ
ク

□
結
婚
式
場

産
業
振
興
館

八
八一
〒
-
六
六
八

千
住
】丁
目
五
〇

青

年

館

八
九
〇
I
O
O七
八

百
新
井
一
丁
目
四
-
一
七

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

六
〇
五一
七
一
〇
一

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

教
育
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
八
八
〇
一

竹
の
塚
二
丁
目
二
五
-
ニ
ー

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
-
四
六
さ

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇

□
そ
の
他
の
施
設

消
費
者
セ
ン
タ
ー

八
七
〇
-
一
三
九
一

千
住
伸
町
三

(区
商
振
連
会
館
内
)

文
化
会
館

八
八
六
-
八
八
六
〇

中
央
本
町
-
丁
目
一
七
―
一

体

育

館

八
八
六
土
【
○
】三

中
央
本
町
一
丁
目
一
七
1
二

交
通
公
園

六
〇
五一
七
-
〇
一

東
綾
瀬
一
丁
目
五
I
一
七

(東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)

青

年

館

八
九
〇
-
Q
O
六
一

西
新
井
一
丁
目
四
上

七

教
育
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
八
八
〇
一

竹
の
塚
二
丁
目
二
五
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母子家庭
ご婦人のために

相
談
・
貸
付
制
度
な
ど
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

悩
み
や
心
配
事
は
、
な
か
な
か
他

人
に
は
話
せ
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
り
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、
と
か
く
悪

い
結
果
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す

。

福
祉
事
務
所
で
は
、
母

子

家
庭
や

ご
婦
人
の
た
め
に
、
相
談
や
貸
付
け

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り

の
時
は
お
気
軽
に
ご
利
用

く

だ
さ

い
。

■
母
子
家
庭
の方へ

○
相
談
-
二
十
歳
未
濟
の
児
童
を
か

か
え
て
い
る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、児
童
の
就
学
　就
職
の
問
題
な

ど
各
租
の
相
岐
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
岐
内
容
に
よ
り
竜
話
相
談
、
手
紙

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

○
貸
付
制
度
-
経
済
的
自
立
の
助
成

を
目
的
と
し
て
、事
業
開
始
・
継
続

費
金
、
住
宅
補
修
、
就
職
・
就
学
支

度
金
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
賃
付
け

ま
す

。償
還
は
三
年
乙
一
十
年
以
内
。

○
母
子
寮
-
生
活
環
境
を
変
え
て
児

童
を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の
た

め
、母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
収
入
に
よ
っ
て
負
担
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、愈
に
宿
泊
先
の
な
く

な
っ
た
母
子
を
、
一
時
的
に
宿
所
を

提
供
し
て
生
活
相
談
に
応
じ
る
一
時

保
護
所
も
あ
り
ま
す

。

○
母
子
休
養
事
業
丿
八
か
所
の
国
民

宿
舎
が
、
年
一
回
、
一
泊
-
百

に
限

り
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

○
介
護
人
派
遣
-
病
気
で
児
童
の
世

話
に
困
っ
た
時
、
介
護
人
を
派
遣
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
家
庭
と

し
て
登
録
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

費
用
は
無
料
。

○
応
急
小
口
資
金
1
災
害
・
病
気
な

ど
で
急
に
お
金
が
必
要

に
な
っ
た

時
、
三
万
円
を
限
度
と
し
て
貸
付
け

ま
す
。
償
還
は
借
入
の
翌
月
か
ら
分

割
返
済
し
無
利
子
で
す
。

■
ご
婦
人
のた

め
に

○
相
談
-
次
の
よ
う
な
方
々
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

一
、
夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら
逃

れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る
ご

婦
人

一
、
精
神
病
は
軽
快
し
た
が
、
保
護

者
か
ら
見
放
さ
れ
た
ご
婦
人

一
、
未
婚
の
妊
婦

一
、
そ
の
他
、
複
雑
な
問
題
を
か
か

え
て

、問
題
解
決
の
適
切
な
機
関
、

施
設
が
な
い
た
め
、
困
っ
て
い
る

ご
婦
人

○
貸
付
制
度
-
経
済
的
自
立
の
助
成

を
目
的
と
し
て

、
事
業
M
始
・
継
続

資
金
、
技
能
修
得
、
住
宅
、
療
養
資

金
な
ど
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

。

貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
、
都
内
に
六
か
月
以
上
住
ん
で
い

て
、
次
の
い
す
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

ご
婦
人

▽
二
十
五
歳
以
上
の
方
で
配
偶
者
が

い
な
い
か
、
ま
た
は
配
偶
者
の
扶
養

を
受
け
ら
れ
な
い
方
で

(
ア
)
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
を
扶

養
し
て
い
る
方

(
イ
)
親
・
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
を
扶

養
し
て
い
な
い
方
で

、
月
収
が

十
六
万
三
千
円
以
下
の
方

▽
二
十
五
歳
未
膺
で
配
偶
者
が
い
な

い
か
、
ま
た
は
配
偶
者
の
扶
養
を
受

け
ら
れ
な
い
方
で
、
親
・
子
・
兄
弟

姉
妹
な
ど
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
要
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
て
も
、

区
で
特
に
必
要
と
認
め
た
方
は
対
象

と
な
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
相
談

家
庭
内
の
こ
と
で
心
配
募
、
悩
み

募
な
ど
あ
る
時
、
さ
さ
い
な
こ
と
だ

か
ら
と
思
い
惑
わ
ず
、
早
い
う
ち
に

相
談
を
。
話
し
合
う
こ
と
で
、
明
る

い
道
が
開
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夫
婦
、
親
子
、
嫁
姑
関
係
の
も
め

事
、
離
婚
、
産
ま
れ
た
子
の
認
知
、

親
櫓
者
・
扶
養
者
を
決
め
る
問
題
、

子
供
の
し
つ
け
、
老
後
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
身
上
の
こ
と
で
す
の
で
、
秘
密

は
絶
対
に
守
り
ま
す
。

相
談
日

母
子
・
婦
人
相
談
は
、
毎
週
月
～

金
曜
日
、
午
前
九
時
～
午
後
五
時
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

家
庭
相
談
は
、
毎
週
月
・
水
・
金

午
後
一
時
～
五
時
。

間
い
合
わ
せ
先

お
近
く
の
福
祉
事

務
所
へ
ど
う
ぞ
。

しあわせな家庭はみんなの願い

看
板
を
出
す
と
き
は

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所

環
境
課
へ
ど
う
ぞ
。

本庁舎の窓口案内

4月11日から一部
配置が変わります

昨
年
か
ら
区
政
の
効
率
的
な
運

営
を
目
指
し
、
組
織
の
改
革
を
検

討
し
て
き
ま
し
た

。

こ
の
た
び
成
案
が
ま
と
ま
り
、

四
月
一
日
か
ら
施
行
の
は
こ
ぴ
と

な
り
ま
し
た
。

本
庁
舎
内
の
各
都
課
の
場
所
は

下
図
の
と
お
り
で
す

。
今
ま
で
と

大
幅
な
ち
が
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
関
係
の

あ
る
窓
口
に
つ
い
て
、
変
わ
っ
た

点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
住
居
表
示
課
・・・
課
か
ら
係
に
な

り
五
噌
か
ら
一
階
に
移
り
ま
す

。

▽
区
民
課
が
な
く
な
り
、
交
通
安

全
、
町
の
美
化

、
新
生
盾
運
動
な

ど
は
、
環
境
課
(
仲
町
分
室
)
の

担
当
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
場
所
で
の
事
務
は
四
月

十
一
日
(
月
)
か
ら
で
す
。

オープンしました
東伊興児童館

区
で
六
番
目

の
児
童
館
が
、

四
月
一
日
に
開

館
し
ま
し
た

。

こ
の
児
童
館
の

な
か
に
は
、
図

一

室
、音
楽
室
f

工
作
室
な
ど
が

あ
り
自
由
に
利

用
で
き
ま
す

。

ま
た
、
留
守
家

庭
児
童
の
小
学

校
底
学
年
を
対

象
と
し
た
学
竃

保
育
穹
可
あ
り

ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

名
称

東
伊
具
児
童
館
(
写
真
)

所
在
地

東
伊
興
町
三
九

電
話

八
九
七
上
三
二
五

交
通

東
武
線
竹
の
塚
駅
か
ら
徒

歩
約
十
五
分
、
ま
た
は
都
営
バ

ス
足
立
溝
掃
工
場
下
車
徒
歩
約

十
分

対
象
の
わ
く
が
ひ
ろ
が
る

～
難
病
患
者
の
福
祉
手
当
～

原
因
不
明
で
治
療
方
法
が
未
確
立

な
病
気
を
持
つ
方
に
、
区
で
は
難
病

患
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
新
た
に

せ
き
髄
小
脳
変
性
症
、ク
ロ
ー
ン
病
、

劇
症
肝
炎
の
三
疾
病
が
支
給
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、対
象
の
疾
病
、

手
続
き
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
疾
病

ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
ェ
ツ

卜
病
、
重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
多
発
性
硬

化
症
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
、
サ
ル
コ
イ
ド

ー
シ
ス

、
特
発
性
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
、
汎
発
性
強
皮
症
、
皮
ふ

筋
炎

、
多
発
性
筋
炎
、
高
安
病
、

結
節
性
動
脈
周
囲
炎
、
天
疱
瘡
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
、ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
、

せ
き
髄
小
脳
変
性
症
、
ク
ロ
ー
ン

病
、
劇
症
肝
炎

手
続
方
法

住
民
票
の
写
し
、
医
師

の
畛
断
書
、
印
か
ん
、
本
人
の
鰕

行
預
金
通
恨
(
口
座
振
謦
の
た
め
)

を
お
持
ち
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
た
だ
し
、
す
で
に
心
身
障
害
者
福

祉
手
当
、
老
人
福
祉
手
当
(
障
害
手

当
)
を
受
け
て
い
る
方
は
、
支
給
さ

れ
ま
せ
ん

。

手
続
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
援

寢
係家

事
援
助
者
を

派
遣
し
ま
す

心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い
る
次

の
世
帯
に
対
し
て
、
区
内
の
家
政
婦

紹
介
所
か
ら
家
事
擾
助
者
を
派
遣
し

身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
世
帯

中
度
以
上
の
精
神
薄
弱

者
あ
る
い
は
二
級
以
上
の
身
体
陣

客
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
そ
の
方

を
介
護
す
る
家
族
の
一
時
的
疾
病

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の
日
常

生
活
か
著
し
く
妨
げ
ら
れ
る
世
帯

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
派
遣
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん

。

○
福
祉
事
務
所
か
ら
す
で
に
家
庭
奉

仕
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
方

サ
ー
ビ
ス

食
事
の
世
話
・
洗
濯
、

掃
除
、身
の
回
り
の
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

○
印

か
ん

申
込
・
間
い
合
わ
せ
先

区
役
所
畏

寢
係お

貸
し
し
ま
す

―
福
祉
電
話
―

重
度
心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い

る
世
帯
に
電
話
を
お
貸
し
し
ま
す
。

資
格
要
件

日
常
生
活
に一
括
が
必

嬰
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世

嚮
○
区
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

○
障
害
者
が
現
に
在
宅
し
て
い
る
こ

と
○
現
在
電
話
が
な
い
こ
と

〇
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
ま
た
は
震
の
手
帳
一
度
の
方

お
よ
ぴ
こ
れ
に
単
ず
る
重
度
の
障

害
を
有
す
る
方
が
い
る
世
帯

○
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
か
住
民
税
均
等
割
以
下
の

世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

○
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し

○
身
体
障
害

者
手
帳
・
愛
の
手
帳
、
ま
た
は
診

断
書

〇
印
か
ん

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
援

寢
係

廃
止
に
な
り
ま
し
た

―
西新
井
公
益
質
屋
―

長
い
間
、
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
西
新
井
公
益
質
屋
は
、

四
月
一
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

返
済
に
関
す
名
事
務
は
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
取
扱
い
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
お
い
で
に

な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

西
新
井
公

益
質
屋
(
関
原
二
丁
目
二
二
-

四
　

八
四
九一
七
七
九
7

八
八
〇
-
○
〇
七
二
)

あ
だ
ち
日
曜
教
室

こ
の
教
室
は
、区
内
の
中
学
校
(
心

障
学
級
)
を
卒
業
し
た
方
の
た
め
に

開
か
れ
る
も
の
で
す
。

期
間

昭
和
五
十
二
年
五
月
八
日
～

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
二
日
の
毎

月
第
二
日
曜
日
(
計
十
一
回
)

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時

費
用

無
料

場
所

区
青
年
館

内
容

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

ジ
'

ン
、
調
理
、
写
真
、
手
芸
、
文

字
、
工
作
、
も
ち
つ
き
、
宿
泊
、

ハ
イ
キ
ン
グ

申
込
・
間
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員

会
青
少
年
係

受
講
生
を
募
集

―
成
人
学
校
―

次
の
二
会
場
で
、
成
人
学
校
を

開
設
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
教
育
セ
ン
タ
ー
会
場

期
間

四
月
十
九
日
か
ら
七
月
十

二
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
(
延

べ
十
二
日
間
)

時
間

午
後
六
時
～
八
時

科
目
・
定
員

古
文
一

研
究
科
・・・

三
十
名

帷
子
製
作
科
・・・
四
十

名
■
青
年
館
会
場

期
間

四
月
二
十
二
日
か
ら
七
月

十
五
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
(

延
べ
十
二
日
間
)

時
間

午
後
六
時
～
八
時

科
目
・
定
員

和
裁
入
門
科
・・・四

十
名

料
理
研
究
科
・
i
i四
十
名

対
象

両
会
場
と
も
区
内
在
住
、

在
勤
の
成
人

費
用

受
講
料
は
無
料
。た
だ
し
、

教
材
費
は
実
費
負
担

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
会

場
・
科
目
・
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
職
業
・
連
絡
先
電
晒
番

号
を
明
記
の
う
え
教
育
委
員
会

文
化
吏

千
住
一
-
五
〇
)
へ

。

申
込
締
切

四
月
九
日
(
土
)
の

消
印
ま
で
有
効
、申
込
多
数
の

鳩
合
は
油
せ
ん
。

間
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文

化
係

三冊まで借りられます

～図書館の本の貸出し～

四
月
か
ら
区
立
図
書
館
で
貸
出
す
本

の
冊
数
が
い
ま
ま
で
の
二
冊
か
ら
三
冊

ま
で
に
増
え
ま
し
た
。(
た
だ
し
、
花

畑
図
番
館
は
従
来
通
り
二
冊
ま
で
)

本
夸
借
り
る
に
は
、
住
所
の
わ
か
る

証
明
一
(

身
分
証
明
書
・
健
康
保
険
証
・

運
転
免
杵
証
な
ど
)
を
お
持
ち
に
な
れ

ば
そ
の
場
で
登
録
が
で
き
、
す
ぐ
借
り

ら
れ
ま
す

。

ま
た
、
児
童
の
場
合
に
は
、
図
書
館

に
一

い
て
あ
る
申
込
書
に
保
寢
者
の
方

が
書
き
入
れ
る
だ
け
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
図
書
館
へ

ど
う
ぞ
。

婦
人
学
級
を
開
設

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

家
庭
生
活
を
は
じ
め
、
婦
人
の

生
活
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

趣
を
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
し
あ
う
婦

人
学
級
を
次
の
と
お
り
開
般
、
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
学
習
内
容
は
、申
請
グ

ル
ー
プ
で
決
め
て
い
た
だ
气

学

習
時
間
は
一
日
二
時
間
程
度
で
、

延
べ
十
回
で
す
。

開
設
期
間

五
月
か
ら
七
月
ま
で

一
学
級

九
月
か
ら
十
一
月
ま

で
二
学
級

申
請
期
限

四
月
十
二
日
(
火
)

開
設
場
所

区
青
年
館
ま
た
は
公

共
施
設

資
格

学
習
に
S
加
で
き
る
人
数

が
十
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
(
地

域
グ
ル
ー
プ
・
P
T
A
グ
ル
ー

プ
・
開
設
婦
人
学
級
終
了
者
を

中
心
と
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
・

そ
の
他
嫡
人
学
習
グ
ル
ー
プ
)

※
た
だ
し
、
一
学
級
は
五
十
名
以

内
で
す
。
な
お
、
講
師
、
助
言
者

等
を
派
遣
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文

化
係
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定
期
予
防
接
種

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

春
の
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す

。
該
当
す
る
方
は
、

も
よ
り
の
会
場
で
、
健
康
状
態
の
良

好
な
と
き
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
の
種
類
・
対
象
者

◎
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

一
回
目
・・・
○
昭
和
五
十
一
年
五
月
一

日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

○
昭
和
四
十
八

年
十
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一

年
四
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
一
回
目
の
接
種
が
す
ん
で

い
な
い
方
(
接
種
も
れ
者
)

二
回
目
…
○
昭
和
五
十
年
十
一
月
一

日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
四
月
三
十

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
一
回

目
の
接
種
後
六
週
間
以
上
た
っ
て

い
る
方

○
昭
和
四
十
八
年
五
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
十
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
一

回
目
接
種
後
六
週
間
以
上
た
っ
て

い
て
二
回
目
の
接
種
が
す
ん
で
い

な
い
方
(
接
種
も
れ
者
)

◎
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
混
合
(
三
種
混
合
)

第
一
期
(
三
回
式
)
・・・
○
昭
和
四
十

九
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方

○
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
九
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
第
一
期

の
接
種
が
す
ん
で
い
な
い
方
(
接

種
も
れ
者
)

第
二
期
(
一
回
式
)
=
・
昭
和
四
十
八

年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年

四
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
第
一
期
完
了
後
十
二
か
月
以

上
た
っ
て
い
て
第
二
期
の
接
種
が

す
ん
で
い
な
い
方
(
接
種
も
れ
者
)

■
実
施
期
日
・
会
場

◎
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
・・・
上
表
の

と
お
り

◎
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
僖

風
混
合

第
一
期
(
三
回
式
)
-
一
回
目
・
・
・
四

月
十
三
日
(
水
)
二
回
目
…
五

月
十
一
日
(
水
)
三
回
目
・
・
・
六

月
八
日
(
水
)
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
二
時
～
一
時
会
場
-
区

内
の
医
療
機
関
で

呆

院
は
定
期

予
防
接
租
実
施
医
療
機
関
で
す
」

の
表
示
の
あ
る
と
こ
ろ

持
参
す

る
も
の
I
予
防
接
種
記
録
票
、
問

診
票
(
記
録
票
の
裏
面
)

、
母
子

瞳
漿
手
限

第
二
期
(
一
回
式
)
-

第
一
期
の
都

合
の
よ
い
日
に
お
受
け
く
だ
さ
い

※
該
当
す
る
方
に
は
、
実
施
月
日
・

会
場
お
よ
ぴ
禁
忌
事
項
な
ど
を
掲
載

し
て
あ
る
「
お
知
ら
せ
」
と
記
録
票

な
ど
を
同
封
し
た
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
接
租
も
れ
者
に
は

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

問
い
合
わ
せ
先

足
立
保
健
所
、
千

住
保
健
所
、区
役
所
予
防
係

小児マヒ生ワクチン( 1・2回目) 実施月日および接種会場

受付時間……… 午後2 時～3 時30分

上 記会場 で接 種 をうけ ら れなか った 方

―学校には、予防接種について問い合わせしないでください。―

春です…………

みんなで体を
動かそう

風
光
り
水
ぬ
る
む
譽
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
を
利
用
し

て
、
あ
な
た
も
、
な
ま
っ
た
体
を

ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
区
で
は

豕
族
ぐ
る
み
で
で
き
る
親
と
子
の

体
操
教
室
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
仙
し
て
い
ま

す
。
健
康
な
か
ら
だ
作
り
の
た
め

に
も
租
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

親
と
子
の
体
操
教
室

開
催
期
間
お
よ
び
時
間
第
一
期
・
・
・

五
月
六
日
～
七
月
十
三
日
・
第
二

期
=
・
九
月
二
日
～
十
一
月
二
十
五

日
(
九
月
二
十
三
日
を
除
く
)
・

第
三
期
・
1
・
三
月
三
日
～
二
月
三
十

】日
の
毎
週
金
曜
日
(
合
計
三
十

日
)
A

組
・・
i午
前
十
時
～
十
時

五
十
分
B

組
・・・
午
前
十
一
時
～

十
一
時
五
十
分

会
場

足
立
体
育
館
(
無
料
)

対
象
A

組
・
=昭
和
四
十
八
年
四
月

二
日
～
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十

日
ま
で
に
出
生
し
た
幼
児
と
そ
の

親
B

組
・・・
昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
～
昭
和
四
十
九
年
四
月

】日

ま
で
に
出
生
し
た
幼
児
と
そ
の
親

定
員
A

・
B
組
と
も
、
各
八
十
五

組
(
定
貝
に
な
り
次
第
締
切
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

直
接
教
育

委
員
会
体
育
課
へ
。

区
民
軟
式
野
球

大
会
を
開
催

日
時

五
月
一
日
●三
日
・
八
日
・

十
五
日・・雨
天
順
延

場
所

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
、
五
反

野
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
僅
、在
動
の
十

八
歳
以
上
で
編
成
さ
れ
、
教
育
委

員
会
に
登
録
し
て
あ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
チ
ー
ム

募
集
数

百
二
十
八
チ
ー
ム
(
先
着

順
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

四
月
五
日

か
ら
受
付
け
ま
す
。申
込
用
紙
(
体

育
課
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う

え
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

を
派
遣
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
ク
ラ
ブ
で
指
導

者
に
お
困
り
の
方
は
、
教
育
委
員
会

で
派
遣
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ー
ダ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種
目
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
時
、
会

場
か
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
教

育
委
員
会
体
育
課
へ
。

区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時

四
月
十
四
日
(
木
)
・
二
十

八
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分

場
所

千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

参
加
費

無
料
(
初
心
者
歓
迎
)

連
絡
先
足
立
区
フ
ォー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　

八
八
一
-
九
〇
六
五

ぽくは何回できるかな( 親と子の体操教室)

町の

話題
チビッ子
祭りばやし

「
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
ピ
ー
ヒ
ー

ロ
巳

と
曜
快
な
9
り
ば
や
し
の

リ
ズ
ム
。古
く
か
ら
土
地
に
根
を

は
や
し
、
親
し
み
う
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
の
お
は
や
し
が
、
区
内

に
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
が
好
き
な

現
代
っ
子
の
音
感
に
、
こ
の
素
朴

な
祭
り
ぱ
や
し
が
、
な
ぜ
か
受
け

入
れ
ら
れ
て
伝
統
芸
能
を
継
い
で

ゆ
こ
う
と
す
る
仲
間
が
、
あ
い
つ

い
で
誕
生
し
ま
し
た
。

鳥
根
に
残
・
つ
て
い
る
[
鳥
根
ば

や
し
]
西
新
井
の
「
江
戸
ば
や
し

」

な
ど
は
、
数
年
前
か
ら
、
小
学
生

中
学
生
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

が
入
門
し
、
猛
練
習
の
結
果
、
地

元
の
鎮
守
様
の
秋
祭
り
に
、
腕
前

を
披
露
し
て
好
評
で
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
に
な
っ
て
、
皿

沼
地
区
に
残
さ
れ
て
い
た
『
皿
沼

ば
や
し
』
に
も
、
後
継
者
と
し
て

名
乗
り
で
た
な
か
に
、
四
人
の
女

子
小
学
生
が
い
ま
し
た
。

皿
沼
ぱ
や
し
は
、
笛
、
ヨ
ス
ケ

大
太
數
、
つ
け
太
鼓
二
佃
の
五
人

一
組
。
早
速
太
鼓
兮
つ
け
持
っ
た

四
人
の
特
訓
が
、
毎
週
火
・
木
曜

の
午
後
十
時
過
ぎ
ま
で
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
お
は
や
し
の
音
符
を
、

昔
の
タ
テ
ー
か
ら
、
現
代
風
の
ヨ

コ
が
き
に
エ
央
す
る
な
ど
し
た
先

生
方
の
男
力
も
あ
っ
て
七
穐
類
あ

る
曲
目
も
す
べ
て
マ
ス
タ
ー
、
二

月
の
初
午
に
は
鎮
守
様
で
初
本
番

を
披
露
で
き
ま
し
た
。

と
も
す
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
古

い
伝
統
芸
能
に
、新
し
い
に
な
い

手
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
こ
と
は

た
い
へ
ん
よ
ろ
こ
ば
し
く
、意
鵬

あ
る
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
も
仲

間
が
ふ
え
、ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。(
写
真
は
皿

沼
ば
や
し
の
練
習
に
は
げ
む
子
供

た
ち
)

犬の登録と
予防注射を

犬
の
登
録
と

予
防
注
射
を
次

の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。(
)

内
は
、
雨
天
の

場
合
の
振
替
日

で
す

。

◎
日
時
・
場
所
<

千
住
保
健

所
管
内
>

▼
四
月
十
一
日
(

月
)
・
=東
和
・

保
健
相
談
所
、

膺
禅
寺
(
4
/
2
0
)

▼
四
月
十
二
日
(
火
)
・・・
第
四
出
張

所
、
柳
野
稲
荷
神
社
(
4
/

訛
)

▼
四
月
十
三
日
(
水
)
=
・
第
二
十
出

張
所
、
柳
原
神
社
(
4
/
2
2
)

▼
四
月
十
四
日
(
木
)
・・・
第
十
二
出

張
所
、
千
住
神
社
(
4
/
2
5
)

▼
四
月
十
五
日
(
を

・・・
第
十
三
出

張
所
、
大
川
町
公
園
(
4
/
2
6
)

▼
四
月
十
八
日
(
月
)・・・
第
十
八
出
彊

所
、
北
鹿
浜
交
通
公
園
(
4
/
2
7
)

▼
四
月
十
九
日
(
火
)・・・
東
綾
瀬
出
張

所
、
区
役
所
仲
町
分
室
(
4
/
2
8
)

※
時
間
は
、
午
前
十
時
～
正
午
。<

足
立
保
健
所
管
内
>

▼
四
月
十
一
日
(
月
)
・・・
第
十
七
出

彊
所
、
第
十
四
出
張
所
(
4
/
2
5
)

▼
四
月
十
二
日
(
火
)
。・・
東
栗
原
出
張

所
、
第
十
七
出
張
所
分
室
(
4
/
2
6
)

▼
四
月
十
三
日
(
水
)・・・
つ
り
堀
伊
興

圜
、
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
(
4
/
2
7
)

▼
四
月
十
四
日
(
木
)
・・・
第
十
五
出

張
所
、
第
十
九
出
張
所
(
4
/
2
8
)

▼
四
月
十
耳
日
(
金
)
・・・第
十
六
出
張

所
、
西
新
井
大
師
門
前
(
5
/
2
)

▼
四
月
十
八
日
(
月
)
・・・
西
保
木
間
氷

川
神
社
、
区
第
二
庁
舎
(
5
/
4
)

▼
四
月
十
九
日
(
火
)
・・・
第
六
出
張

听
、
凋
亰
へ
嚼
呻
止

へ
5
/
6
J

▼
四
月
二
十
日
(
水
)
・・・
本
木
西
氷
川

神
社
、
梅
田
赤
不
動
尊
(
5
/
9
)

▼
四
月
二
十
一
日
(
木
)
・
=
興
野
町

公
民
館
、
鳥
根
鷲
神
社
(
5
/
1
0
)

▼
四
月
二
十
二
日
(
金
)
・・・
足
立
保

傭
所
(
5
/
1
1
)

※
時
間
は
、
午
後
一
時
三
十
分
～
三

時
三
十
分

。

◎
登
録
科
・
三

百
円

◎
注
射
手
数
料
・
・
・
九
百
五
十
円

◎
注
射
済
票
E
六
十
円

問
い
合
わ
せ
は

足
立
保
健
所
、

千
住
保
健
所
、
区
役
所
衛
生
係
へ

ど
う
ぞ
。

み
んなの

豆

知

識

ご
利
用
く
だ
さ
い

～
応
急
小
口
資
金
～

(問
)
家
族
が
病
気
で
、
卑
に
お

金
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

都
合
が
つ
き
ま
せ
ん
。
区
に
小
口

の
賢
金
を
貨
し
て
く
れ
る
制
度
が

あ
る
と
き
い
た
の
で
す
が
。

(
答
)

「
応
急
小
口
資
金
」
の
貸

付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
急

に
お
金
か
必
要
に
な
り
、
ほ
か
か

ら
調
達
が
匐
難
な
と
き
、
一
世
帯

七
万
円
以
内
(
鰈
利
子
`
を
す
ぐ

貸
付
け
ま
す
。

〇
災
客
に
よ
り
住
居
や
家
財
に
被

害
を
受
け
た
と
き
○
疾
病
、
傷
害

に
よ
る
冶
療
費
〇
生
活
必
隔
品
の

購
入
〇
結
婚
・
出
産
・
就
学
・
就
職

の
費
用
○
そ
の
ほ
か
な
ど
で
す

。

(
問
)
資
格
や
申
込
手
続
き
は
ど

う
で
し
ょ
・つ
か

。

(
答
)
区
内
に
引
続
き
三
か
月
以

上
住
ん
で
い
て
、
世
帯
の
生
計
を

ヽ
維
持
し
、
償
還
能
力
の
あ
る
方

。

ほ
か
の
小
口
賢
金
、
厚
生
賢
慮
泱

済
制
度
で
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

と
、
生
活
保
護
を
叉
け
て
い
る
方

は
お
貸
し
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
借

り
る
と
き
は
連
帯
保
証
人
が
一
名

必
要
に
な
り
ま
す
。

貸
付
申
込
の
と
き
は
、
次
の
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
貸
付
理
由
を
証
す
る
賢
料
○
往

民
票
の
写
し
(
世
帯
全
員
の
も
の
)

〇
本
人
の
納
税
証
明
〇
連
帯
保
証

人
の
住
民
票
の
写
し
と
納
税
証

明
。

(問
)
償
還
方
法
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

(
答
)
賃
付
け
を
受
け
た
日
の
翌

々
月
か
ら
十
か
月
の
均
等
月
賦
償

・還
で
す

。納
期
限
は
毎
月
末
で
す

。

闃
い
合
わ
せ
先

厚
生
都
民
生
係

住宅修繕資金の

融資をあっせん

住
宅
の
修
繕
を
し
よ
う
と
す
る
方

で
。
資
金
不
足
の
た
め
修
繕
で
き
な
い

と
き
に
、
次
の
と
お
り
賢
金
の
あ
っ
せ

ん
を
し
ま
す
。
(
現
在
居
住
し
て
い
る

往
宅
に
限
り
ま
す
)

申
込
で
き
る
方

▽
区
内
に
一
年
以
上
往
ん
で
い
る

▽
二
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

▽
区
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
保
証
人
が
た
て
ら
れ
る
方

融
資
の
あ
っ
せ
ん
額

二
十
万
円
～
八
十
万
円

利
率
年
九
・
〇
%

利
子
の
補
給

三
・
〇
%
補
給
し
ま
す

償
還
方
法

三
か
月
の
す
え一
期
間
を

含
み
五
年
以
内
に
、
元
金
均
等
に
よ

る
月
賦
償
還
で
す
。

申
込
受
付

五
月
六
日
(
金
)
か
ら
区

役
所
区
民
係
で
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
区
民
都
区
民

係
へ
ど
う
ぞ
。

たばこは区内で

買いましょう

一
金
十
一
億
九
千
万
円
也

こ
の
数
字
を
な
ん
だ
と
お
考
え
で
す

か
。実

は
こ
の
数
字
、
昭
和
五
十
年
度
に

「
特
別
区
た
ば
こ
消
費
税
」
と
し
て
区

に
入
っ
た
お
金
で
す
。
区
内
で
売
れ
た

た
ば
こ
の
総
売
上
本
数
に
よ
っ
て

、
専

売
公
社
か
ら
区
へ
納
め
ら
れ
た
も
の
で

す

。皆
さ
ん
が
、
た
ば
こ
を
区
内
で
賈
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
区
の
収
入

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
健
康
上
吸
い
す
ぎ
る
と
書

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
強
い
て
お
す
す
め

で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
お
賈
い
に
な
る

と
き
は
、
ぜ
ひ
区
吋
で
賈
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

近
代
の
部
落
差
別
⑤

都
落
民
は
、
明
治
以
後
も
、
就

職
の
自
由
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ

い
か
わ
ら
ず
人
の
い
や
が
る
仕
募

に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
、あ
る
い
は
、

農
民
が
逃
け
だ
す
田
畑
の
小
作
を

ひ
き
う
け
て

、
や
っ
と
生
き
の
ぴ

て
き
た
の
で
す
。
政
治
の
日
の
目

も
み
ず
に
。
い
や
、
新
し
い
社
会

に
と
っ
て
も
、
差
別
政
策
は
必
要

だ
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
賢
本
主
義
が
驚
異
的
な

発
達
を
と
げ
た
の
は
、
こ
の
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
で
し
冫
つ
。

明
治
以
後
の
部
落
民
の
お
か
れ
た

姿
を
比
喩
的
に
い
え
ば
、
自
由
競

走
の
『ま
っ
た
だ
中
へ

、
両
足
を
く

く
ら
れ
て

、
な
け
こ
ま
れ
た
の
だ

と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

゛
う
か
呎
　
　
　
'

(
こ
の
項
お
わ
り
)

◎
同
和
問
題
に
闢
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当

へ
。
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

あ
な
た
も
登
録
を

区
で
は
、
区
民
の
健
全
な
余
暇
卮

助
の
推
進
を
旧
的
と
し
た
「
レ
ク
リ

エ
ー
ジ
'
ン
リ
ー
ダ
ー
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
指

導
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
各
種
団
体

の
要
望
に
応
じ
る
た
め
、
初
心
者
向

け
の
指
導
か
で
き
る
方
を
派
遣
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

次
の
要
領
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'

ン
活
動
の
経
験
あ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
レ
ク
リ
禹
1
シ
'
ン
指
導

に
熱
意
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

種
目
・
・
・
ゲ
ー
ム
、歌
ゲ
J
ム
、野
外

活
励
(
キ
ャ
ン
プ
、
オ
リ
エ
ン
テ

―
リ
ン
グ
、
追
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
を

含
む
)

、
ク
ラ
フ
ト
(
工
作
)

、

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
童
話
、折
紙
、

伝
承
あ
そ
び
、
寸
劇
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど

登
録
で
き
る
方
・
‘
・
十
八
歳
以
上
で
原

則
と
し
て
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

応
募
方
法
・・・
所
定
の
用
紙
に
、
指
導

の
で
き
る
租
目
、
時
間
帯
等
を
記

入
(
電
話
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
場
合

は
後
日
申
跚
一
を
送
付
し
ま
す
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

直
接
、
ま

た
は
電
話
・
ハ
ガ
キ
で
教
育
委
貝

会
青
少
年
係
へ
(
〒
1
2
0
足
立
区

千
住
一
丁
目
五
〇
)

※
用
紙
は
青
少
年
係
に
あ
り
ま
す

。

講
習
会
ほ
か

16
ミ
リ
映
写
機

技
術
請
習
会

期
日
四
月
二
十
日
(
水
)
、二
十
一

日
(
木
)
、二
十
二
日
(
金
)
、二
十

六
日
(
火
)
、二
十
七
日
(
水
)
、二

十
八
日
(
木
)

時
間
午
後
六
時
～
八
時

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
全

日
程
受
講
可
能
な
方

定
員

四
十
名
(
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
)

受
講
料

無
料

場
所

区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前

駅
下
車
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、生
年
月
日
、職

巣

、
団
体
名
、
勤
務
先
ま
た
は
自

宅
の
一
話
番
号
を
明
記
の
う
え
軟

育
委
員
会
文
化
係
(
〒
1
2
0
足
立

区
千
住
一
丁
目
五
〇
)
へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、
四
月
十
一
日
(
月
)
の

消
印
ま
で
有
効
で
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー

■
英
会
話
教
室

▽
期
間

五
月
七
日
～
九
月
十
七
日

の
毎
週
土
曜
日
(
延
二
十
日
)

▽
時
間

午
後
四
時
～
五
時
三
十
分

▽
対
象

区
内
在
往
、在
動
の
方

▽
定
員

四
十
五
名
(
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
)

▽
費
用

無
料
(
教
材
費
の
み
実
費
)

▽
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

英
会
話
教
室
申
込
と
記
入
し
、

四
月
八
日
(
金
)
ま
で
に
教
育

セ
ン
タ
ー
へ
。

■
英
会
話
ク
ラ
ブ

▽
期
間

五
月
七
日
～
九
月
十
七
日

の
毎
週
土
曜
日
(
延
二
十
日
)

▽
時
間

午
後
二
時
三
十
分
～
二
時

三
十
分

▽
対
象

区
内
中
学
二
・
三
年
生

▽
定
員

四
十
五
名
(
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
)

▽
費
用
無
料
(
教
材
費
の
み
実
費
)

▽
申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、往

所

、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
、
英
会
話
ク
ラ
ブ
申

込
と
記
入
し
、
四
月
八
日
(
金
)

ま
で
に
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
ギ
タ
ー
教
室

期
間

五
月
七
日
～
九
月
十
七
日
の

毎
週
土
曜
日
(
延
二
十
日
)

時
間

午
後
六
時
～
八
時

対
象

区
内
在
住
、
在
勤
の
方

定
員

五
十
名

費
用

無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
ギ
タ

ー
教
室
申
込
と
記
入
の
う
え
、
四

月
八
日
(
金
)
ま
で
に
教
育
セ
ン

タ
ー
へ

。

催
し
も
の

東
部
セ
ン
タ
ー

■
俳
句
教
室

日
時

四
月
十
二
日
(
火
)
午
前
十
時

対
象

初
心
者
(
無
料
)

■
手
芸
教
室

日
時

四
月
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時

内
容
・
材
料
費

木
目
込
人
形
=
・
四

千
円

押
絵
・・・
二
千
円

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

日
時

四
月
十
九
日
(
火
)
午
前
九

時
三
十
分

材
料
費

千
円

■
紙
人
形
作
り

日
時

四
月
十
八
日
(月
)
午
後
一
時

材
料
費

千
円

各
行
事
と
も
、
問
い
合
わ
せ
は
、

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

お
と
し
よ
り
の

催
し
も
の

■
生
花
教
室

日
時

四
月
二
十
日
(
水
)
午
前
九
時

定
員

先
着
二
十
名

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

千
住
あ
ず

ま
老
人
館

■
七
宝
焼
教
室

日
時

四
月
十
四
日
(
木
)
午
前
九
時

定
員

先
着
十
名
(

無
料
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

西
部
区
民

嘔
吐
セ
ン
タ
ー

■
老
人
囲
碁
大
会

日
時

四
月
二
十
七
日
(
水
)
午
前

十
時
三
十
分

定
員

四
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第

啼
切
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

千
住
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
は
、四
月
十
六
日
(
土
)
か
ら
。

青

少

年

講
師
を派

遣
し
ま
す

青
年
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
よ
り

】

層
活
発
化
し
、充
実
し
て
い
く
よ
う
、

教
育
委
員
会
で
は
、
青
年
サ
ー
ク
ル

が
行
な
う
自
主
的
な
学
習
会
、
講
演

会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル

申
込
期
間

四
月
五
日
(
火
)
～
三

十
日
(
土
)

申
込
方
法

申
込
書
(
青
少
年
係
と

青
年
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
)

に
記
入
し
、
直
接
教
育
委
員
会
青

少
年
係
へ

。

決
定

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
(
申

込
多
数
の
と
き
は
抽
せ
ん
)

助
成
内
容

一
団
体
に
つ
き
講
師
一

名
(

七
千
円
以
内
)

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
青
少

年
係少

年
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
貝
募
集

応
募
資
格

四
月
一
日
現
在
区
内
に

在
住
の
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員

鼓
笛
隊
八
十
名
、合
唱

団
六
十
名

練
習
場
所

鼓
笛
隊
・・・
梅
鳥
小
(
第

一
鼓
笛
隊
)
千
寿
か
(
第
二
鼓
笛

隊
)
合
唱
団
・・・
五
反
野
小
(

第
一

合
唱
団
)
千
寿
第
三
小
(

第
二
合

迥
団
)

練
習
日
時
毎
週
土
曜
日
、午
後
二

時
～
四
時
(
た
だ
し
、
春
、
夏
、

冬
休
み
期
間
は
休
み
ま
す
)

申
込
方
法

加
入
申

請
書
(
各

学

校
・
子
ど
も
会
に
あ
り
ま
す
)
に

記
入
し
学
校
畏
の
承
認
を
得
て
教

育
委
員
会
青
少
年
係
へ

申
込
締
切

四
月
二
十
三
日
(
土
)

必
着

※
応
募
者
が
募
集
人
員
を
こ
え
た
場

合
は
抽
せ
ん
で
決
定
し
ま
す
。ま
た
、

応
募
結
果
な
ど
は
直
接
保
護
者
あ
て

通
知
し
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
青
少

年
係青

年
の
ひ
ろ
ば
を

開
き
ま
せ
ん
か

こ
の
ひ
ろ
ぱ
は
、
あ
な
た
の
サ
ー

ク
ル
と
、
あ
な
た
の
地
域
の
青
年
が

い
っ
し
″
に
な
っ
て
、
レ
ク
活
動
や

学
習
活
動
を
計
画
し
、
実
施
す
る
も

の
で
す

。

こ
れ
ら
の
ひ
ろ
ぱ
に
、
教
育
委
員

会
で
は
、叟
=
場
の
あ
っ
せ
ん
、②
賢

料
・
教
材
の
あ
っ
せ
ん
提
供
、
⑤
講

師
の
紹
介
・
謝
礼
の
負
担
、④
助
言
、

指
導
を
行
な
い
ま
す

。

対
象

区
内
在
住
在
動
の
青
年
で
つ

く
っ
て
い
る
団
体
(
サ
ー
ク
ル
)

お
よ
ぴ
こ
れ
か
ら
つ
く
ろ
う
と
す

る
青
年
の
団
体
(
サ
ー
ク
ル
)

睥
或
人
員

十
名
匣
変

申
込
方
法

所
定
の
申
請
用
紙
(
教

育
委
員
会
青
少
年
係
に
備
え
て
あ

り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し

陛
少
弟
系
へ

。

募
集
団
体

二
団
体
(
申
込
多
歓
の

場
合
は
抽
せ
ん
)

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
費
少

年
係

地震がきても安心
4 番目の備蓄倉庫完成

こ
の
ほ
ど
、
大
谷
田
一
丁
目
団

地
内
に
、
大
谷
田
備
蓄
倉
庫
が
完

成
し
ま
し
た
。(
写
裏
)

区
で
は

、
大
地
震
に
よ
る
災
害

に
そ
な
え
て
、
災
害
救
助
用
物
品

を
備
蓄
す
る
倉
庫
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
中
央

本
町
、
花

畑
、
鹿
浜
に
つ
い
で
、
こ
れ
が
四

番
目
の
備
蓄
倉
庫
に
な
り
ま
す
。

こ
の
倉
庫
は
、
十
四
階
建
の
公

団
住
宅
の
一
階
に
あ
り
、
面
積
は

三
一
三
・
七
七
平
方
㍍
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
耐
震
耐
火
設

計
で
す
。

ま
た
、
広
域
避
難
場
所
、
佐
野

町
付
近
の
東
側
に
隣
接
し
て
い
ま

す
の
で

、
い
ざ
と
い
う

と
き

に

は
、
機
動
性
を
発
揮
で
き
る
と
こ

ろ
に
あ
る
わ
け
で
す

。

す
で
に
、
乾
パ
ン
十
万
九
十
六

食
、
毛
布
こ
千
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
ゴ

ザ
三
千
枚
を
備
蓄
し
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
の
救
急
物
資
に
つ
い
て

も
、
で
き
る
だ
け
早
く
搬
入
す
る

予
定
で
単
備
し
て
い
ま
す
。

災害に備えて毛布や食料が

施設見学会

結婚式場巡りに

参加しませんか

挙
式
を
予
定
し
て
い
る
本
人
お
よ

ぴ
媒
酌
人
の
方
々
を
対
象
に
、区
営

の
結
婚
式
場
を
見
て
回
る
施
設
見
学

会
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、
東
都

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
挙
式
に

つ
い
て
」
参
加
者
と
式
場
職
員
の
話

し
合
い
も
行
な
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格

挙
式
を
予
定

し
て
い
る
本
人
・
媒
酌
人

■
日
時

四
月
十
五
日
(
金
)

・
十
九
日
(
火
)
の
二
日
閥
(

各
日
と
も
、
午
前
九
時

二
十
分
ま
で
に
区
役
所
前

集
合

。
午
後
三
時
頃
区
役

所
前
で
解
敵
)

■
見
学
施
設

青
年
館
、東

都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

産
業
畷
興
館

■
定
員

一
日
二
十
名
、
計
四
十
名
(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
に

な
り
ま
す
)

■
参
加
費

無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

■
申
込
期
間
四
月
五
日
(
火
)
～

九
日
(
土
)
ま
で

■
申
込
方
法
・
申
込
先

電
話
で
区

役
所
広
報
課
へ

安い経費で挙式を

区 民 カ レ ン ダ ー

( 4月5日～5月4日)

掲
示

板

■
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き
に
、
不
利
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
か
あ
り
ま
す

。

昭
和
五
十
年
一
月
、
二
月
、
三
月

分
の
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
す
ぐ
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
が
お
手
も
と
に
な

い
方
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
、年
金

課
検
認
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
数
料
改
定

転
出
証
明
書
の
手
飲
料
か
、

四
月
一
日
か
ら
、
五
十
円
が
百

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
婦
人
教
室

会
員
募
集

コ
ン
ベ
ッ
ク
料
理
、
手
芸
、陶
芸
、

籐
工
芸
、
消
費
者
講
座
(
一

気
に
強

く
な
ろ
う
)
な
ど
の
教
室
の
参
加
申

込
み
を
次
の
よ
う
に
受
付
け
ま
す
。

各
教
室
と
も
定
員
制
で
す
。

日
時

四
月
五
日
(
火
)
午
前
九
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー

■
国
民
健
康
保
険

加
入
の
手
続
き
は

職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た

方

は
、
十
四
日
以
内
に
国
保
に
加
入
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
未
加
入
の
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま

た
は
出
張
所
で
。

■
成
人
病
相
談
室
を

開
い
て
い
ま
す

成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
、
全
死

亡
者
の
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。「
こ

ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
も
い
い
ま
す
。こ

の
樊

ご

ぜ
ひ
お
叉
け
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容
・・・血
圧
、
心
電
図
、
尿

検
査
、
腎
機
鵯

肝
機
能
な
ど

▽
対
象
者
・・・区
内
在
往
、
膺
三
十
歳

以
上
の
方

▽
日
時
・・嚶毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時

三
十
分
～

一時
三
十
分

ヤ
申
込
方
法
・
'・
I
話
予
約

▽
費
用
・・・千
円
～

一
千
円

▽
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
・・・
千
住
保

廡
所
予
防
課

■
米
飯
提
供
業
者
の

登
録
を

米
飯
提
供
業
者
(
一
般
食
堂
・
す

し
屋
・
そ
ば
屋
・
中
翠
料
理
・
給
食

セ
ン
タ
ー
・
仕
出
し
屋
等
)
と
し
て

営
業
す
る
た
め
に
は
、
食
糧
管
理
法

に
基
づ
く
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
だ
す
ん
で
い
な
い
方
は
、
次
の

要
領
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
印
か
ん
・
保
健
所
の
営
業

許
可
証

手
数
料
千
五
百
円

申
請
受
付
と
問
い
合
わ
せ
先

区
桴

所
一
階
経
済
課
消
費
生
活
係

■
国
民
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ

最
近
、
新
聞
、
雑
誌
、
週
刊
誌
等

で
年
金
の
記
事
が
数
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
れ
て
、
区
民
の
方
々
の

年
金
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、区
役
所
で
は
区
民
の
方

々
の
ご
要
望
に
応
え
る
年
金
相
談
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
相
談
の

あ
る
方
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

相
談
日
四
月
十
五
日
(
金
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
区
役
所
二
階
国
民
年
淦
髀

自
転
車
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

■
屋
外
広
告
物
講
習
会

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ

く
講
習
会
を
、次
の
と
お
り
開
梱
し

ま
す
。

日
時

五
月
十
二
・
十
三
日

午
前

九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
十
五
分

会
場

新
宿
区
牛
込
公
会
堂

申
込
受
付

四
月
十
八
日
～
一
十
二

日

都
庁
第
二
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー

定
員

四
百
名

受
講
料

二
千
五
百
円

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
局
肄
藥

指
導
部
監
理
課
　
二
二
一
―
五
一

一
一
内
線
三
一
九
一

216, 000


